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Ⅰ．緒　　言
　南西諸島におけるさとうきびの栽培では，干ばつ
や台風などの気象的な影響，肥沃度や保水力の低い
土壌等の影響により豊凶の年次間の変動が大きく，
収量，糖度ともに低い事例が多い８，９）。杉本らは、
地域全体の生産性改善には少収圃場の収量を向上さ
せることが必要であると考え，既存の普及品種では
原料茎収量が低い条件下でも多収となるような系統
の育成を進めてきた１０，１１）。その結果，これまでに
「Ni１６」（沖縄県の沖縄本島北部地域向け），
「NiTn１８」（鹿児島県の熊毛地域向け）等の多収品
種を育成した。しかし，これらの品種は普及適地が
一部の地域に限定されている。
　通常，さとうきびの収穫，製糖は，糖度が高くな
る冬から春にかけて行われる。収穫，製糖の期間は，
鹿児島県種子島において比較的に長く，平年であれ
ば１２月上旬から４月中下旬まで約４カ月間以上であ
る。しかし，種子島に比べて収量や生産量が不安定
な鹿児島県の奄美以南では９５日間，沖縄県の平均で
は７３日間と総じて短い４，５）。収穫面積や収穫量，収
穫時の糖度，製糖工場の操業効率といった面から収
穫，製糖期間が決められるが，短い収穫期間は，生
産における労働の大部分を占める収穫作業もこの時
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　「NiTn２０」（旧系統名「KF９２T-５１９」）は九州沖縄農業研究センターにおいて育成された，収穫適
期幅が長く安定多収なさとうきび新品種である。安定した収量と早期高糖性を具える品種を育成す
るために，種子親として，糖度上昇が早く，茎揃いの良い「NiF４」を，花粉親として，発芽，萌芽，
初期生育が優れ，分げつ性が強く黒穂病抵抗性の茎数型多収品種「NiF５」を選定し，交配を行っ
た。得られた種子から実生を養成し，実生選抜，４回の栄養系選抜，系統適応性検定試験，特性検
定試験，奨励品種決定調査を経て育成した。２００４年に沖縄県の奨励品種として採用され，２００５年に
「さとうきび農林２０号」として命名登録された。発芽は「NiF８」と同程度に良く，萌芽は「NiF
８」，「Ni９」よりも優れる “極良”である。分げつ性は「NiF８」よりも優れる “やや強”である。
原料茎数は春植えで「NiF８」より多く，株出しでは「NiF８」，「Ni９」より多い。沖縄県八重山
地域および沖縄本島南部地域において，春植え，株出しともに，「NiF８」，「Ni９」よりも原料茎
重，可製糖量が多い。株出しで発生の多い黒穂病に対する抵抗性は “強”である。早期高糖性で，
１２月収穫では「NiF８」よりも高糖多収である。また，生育初期から茎の伸びが良く，既存品種の
収量が少ない圃場（島尻マージ土壌）でも比較的多収である。黒穂病汚染地域が多く，通常の年は
１２月に収穫が行われている沖縄県八重山地域および沖縄本島南部地域に普及する見込みである。
　キーワード：さとうきび，多収，株出し，早期高糖，黒穂病抵抗性，早期収穫，八重山地域，沖
縄本島南部地域。
期に集中するという結果も生んでいる。近年，収穫
機械の普及が進みつつあり，収穫作業の大幅な省力
化が図られてきたが，収穫作業が他の農作業と競合
すること，他作目との連携の選択肢が狭いこと等，
依然として問題は多い。宮平ら（１９８５）は，
「NCo３１０」等４品種を用いた試験結果から，２月か
ら３月が株出し処理時期として適当であり，それよ
り早くても遅くても，減収する傾向があることを報
告している１３）。一方，鹿児島県農業試験場徳之島支
場により，収穫後の迅速な株出し処理が株出し収量
の確保に有効であり，遅い株出し処理は減収を招く
ことが報告されている３）。しかしながら，現行のさ
とうきび作では，収穫量や収穫に要する作業量，工
場の処理量等を考慮し，収穫時の糖度に重点をおき
つつ，１月から収穫が行われ，３月までの短い期間に
終了する５，６）。その結果，収穫期前半に収穫した圃
場における株出しの萌芽時期が低温期に重なり，作
業競合等による管理の遅れとあいまって，株出しが
不調な要因のひとつにもなっている。低コストで省
力的な栽培型である株出しの不調は，生産量全体に
影響を与えるばかりでなく，頻繁に圃場，種苗の更
新が必要となることから，結果的に生産者の負担を
増大させている１）。
　このような背景から，さとうきび作の持続的な発
展のためには，株出しも含めた収量の高位安定とと
もに，集中している労働力の分散，機械稼働率の改
善によるさらなる省力化，容易に他作物栽培との連
携を可能にすることによる収益性の向上が必要であ
る。そのための対策のひとつとして，収穫期間の早
期化（早い時期からの収穫，早期収穫）があげられ
る７）。早期収穫のうち，１２月に収穫を行うためには，
既存品種以上の早期高糖性が求められるとともに，
低温に向かう時期に収穫しても株出し萌芽に優れる
という特性を付与する必要がある１２）。
　沖縄県および鹿児島県の奄美以南では，主要な品
種として「Ni９」，「NiF８」が栽培されている。鹿
児島県種子島の主要な品種は「NiF８」である２，６）。
「Ni９」は，株出し性に優れる多収品種であるが，
黒穂病に弱いため，急速に栽培が減りつつある。ま
た，早期収穫では糖度が低い。「NiF８」は，黒穂
病抵抗性を具え，特に新植で多収となる早期高糖性
品種であるが，株出し栽培での収量，早期収穫での
糖度が不安定である。このようなことから，既存品
種で早期収穫に対応することは難しく，新たな品種
の育成が求められていた。
　こうしたニーズに応えるために，九沖農研では，
多収で株出しが良く，早期の収穫でも利用できる品
種の開発に向け，茎数型の多収性，早期高糖性を重
視した選抜を行い，有望系統「KF９２T-５１９」を得た。
同系統は２００４年に沖縄県八重山地域および沖縄本島
南部地域を普及見込み地帯とする沖縄県の奨励品種
に採用され，２００５年９月には農林水産省育成の農作
物新品種「NiTn２０」（さとうきび農林２０号）として
命名登録された。ここでは，「NiTn２０」の来歴，育
成経過，主要特性等を報告する。
　本品種の育成にあたっては，財団法人甘味資源振
興会，日本甘蔗糖工業会，日本分蜜糖工業会，沖縄
県糖業振興協会，沖縄県農業試験場（現，沖縄県農
業研究センター），鹿児島県糖業振興協会，鹿児島
県農業試験場（現，鹿児島県農業開発総合セン
ター），種苗管理センターの関係各位に多大なご協
力をいただいた。さらに，育成地の試験では，業務
第３課種子島駐在の専門技術職員ならびに非常勤職
員の各位にご尽力いただいた。記して深謝する。
Ⅱ．来歴と育成経過
１．育種目標および母本の選定
　系譜を第１図に示した。茎数が多く多収で，萌芽
が良く，早期高糖性を具える品種の育成を育種目標
とした。そのために，糖度の上昇が早く，茎揃いの
良い「NiF４」を種子親に，発芽，萌芽，初期生育
が優れ，分げつ性が強く黒穂病抵抗性の茎数型多収
品種「NiF５」を花粉親に選定した。
２．選抜および特性調査の経過
　選抜および特性調査の経過を第１表に示した。
１９９０年に台湾糖業研究所に交配を委託し，種子を導
入した。１９９１年１０月に徳之島の現地で育苗を開始，
８２７個体の実生を得，７５０個体を試験圃場に定植した。
選抜では，茎数型の多収性，伸長性，早期高糖性を
重視することとした。実生の個体選抜の後，１９９５年
度まで４次にわたり栄養系選抜を重ねた。この間，
１９９４年３月に「KF９２T-５１９」の系統名を付与した。
　特性検定，系統適応性検定試験および奨励品種決
定調査の実施経過を第２表に示した。１９９６年度以降
は，育成地での生産力検定試験に供試するとともに，
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１９９６年度，１９９７年度に特性検定試験および系統適応
性検定試験に供試した。これら試験の結果から，
１９９８年度には鹿児島県熊毛地域を対象に，２０００年度
には沖縄県八重山および沖縄本島地域を対象に奨励
品種決定調査に供試した。沖縄本島南部地域では，
慣行の収穫期を想定した現地試験に加え，既存品種
の収量が少ない圃場での現地試験，早期（１２月）収
穫の現地試験を追加し，適応性を検定した。これら
の結果，八重山および沖縄本島南部地域において，
新植および株出しでの多収性，早期高糖性が認めら
れた。また，同地域において，既存品種では収量が
少ない圃場での多収性，１２月収穫への適性が認めら
れた。２００４年には，両地域を普及見込み地帯とする
沖縄県の奨励品種に採用され，翌２００５年には
「NiTn２０」として命名登録された。 
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第１図　NiTn２０の系譜
注）a）のEK２８は，さとうきび経済栽培のもとになった高貴種（Saccharum． oficinarum L．）のひとつである。b）のPT４３
－５２は，野生種（祖先種とも呼ばれるSaccharum robustum Brand. et Jesw. ex Grassl）のひとつである。
第１表　NiTn２０の選抜および検定の経過
備考 選抜数供試数選抜方法選抜回次年次
現地選抜圃（徳之島）７５０８２７a）　（育苗）１９９１
　　〃１０４７５０b）　個体選抜第１次選抜１９９２
　　〃２２１０４栄養系選抜第２次選抜１９９３
選抜系統名を付与，第３次から第４次９２２栄養系選抜第３次選抜１９９４
選抜は，種子島および現地圃で実施６９栄養系選抜第４次選抜１９９５
特検，系適に供試６６生産力検定試験１９９６
　　〃１６〃１９９７
鹿児島県熊毛地域１１（奨決）〃１９９８
　　〃１１（〃）〃１９９９
沖縄本島，八重山で実施，現地試験を追加１１（〃）〃２０００
　　〃１１（〃）〃２００１
　　〃１１（〃）〃２００２
　　〃１１（〃）〃２００３
注）特検は特性検定試験，系適は系統適応性検定試験，奨決は奨励品種決定調査を示す。a）は発芽個体数を，b）は活着個
体数を示す。
Ⅲ．特性の概要
１．形態的特性
　形態的特性を第３表に示した。調査は種苗特性分
類の審査基準に基づいて行い，標準品種として
「NiF８」を，比較品種として「Ni９」用い，特性
分類の基準品種である「NCo３１０」を加えた（以降
の生態的特性，耐病性および耐虫性についても同様
とした）。「NiTn２０」の葉は中央から先端が垂れる
傾向にあり，草型は “中”である（０１：下垂葉　
０２：水平葉　０３：中葉　０４：立葉　０５：直立葉）。
葉色は「NiF８」よりやや淡い。葉身長は「Ni９」
より短く，葉幅は「NiF８」より狭い。葉厚は
「NiF８」，「Ni９」と同程度である。葉鞘の毛群は
無く，葉鞘の蝋質物は「NiF８」，「Ni９」と同程度
である。葉鞘長は「NiF８」と同じ “中”で，「Ni
９」より短い。蔗茎の形態は「NiF８」と同じ “円
筒型”で，基本色は「NiF８」，「Ni９」と同じ “黄
緑”であり，複合色は「NiF８」と同じ “淡紫”で
ある。茎長は「NiF８」より長く，茎径は「NiF
８」より細い。蔗茎の蝋質物は「NiF８」と同じ
“極多”である。蔗茎の亀裂，海綿化はほとんど認
められないが，気根がわずかに認められる。髄孔は
「NiF８」，「Ni９」よりも大きい。芽子の形態は
「NiF８」同様の “円”であるが，「NiF８」よりも
突出度がやや小さい。極浅い芽溝が認められる。芽
子の大きさは「NiF８」，「Ni９」と同程度である。
芽翼は「NiF８」と同程度で，「Ni９」よりも小さ
い。
２．生態的特性
　生態的特性を第４表に示した。「NiTn２０」の発芽
性は「NiF８」と同じ “良”である。萌芽性は “極
良”，分げつ性は “やや強”で「NiF８」よりも優
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第２表　NiTn２０の特性検査，系適および奨決の実施経過一覧
試験年次
実施場所試験区分
２００３年２００２２００１２０００１９９９１９９８１９９７１９９６
●○●○●○●○●○●○九沖農研生産力検定試験
●○鹿児島県農試大島支場特性検定試験
○沖縄県農試作物部
●○鹿児島県農試徳之島支場系統適応性検定試験
△南西糖業
○沖縄県農試名護支場
○沖縄県農試宮古支場
○沖縄県農試八重山支場
○●○鹿児島県農試熊毛支場奨励品種決定調査
●○●○沖縄県農試名護支場
●△○●△○●△○沖縄県農試八重山支場
鹿児島県農試熊毛支場奨励品種決定調査
○（種子島・中種子町）現地適応性検定試験
○（種子島・南種子町）
○●○（試作・種子島・中種子町）
沖縄県農試名護支場
●○（伊江島・伊江村）
○△○（沖縄本島・名護市）
沖縄県農試八重山支場
△○△（石垣島・石垣市）
沖縄県農試
○●■○●□△（沖縄本島・南部）
注）○は春植え，●は株出し，△は夏植えを示す。□は１０月植え１２月収穫（新種），■は１２月収穫後の株出し（新植，□の後
の株出し）を１２月収穫したことを示す。
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第３表　NiTn２０の形態的特性
葉鞘葉身
品種名
花青素包合度蝋質物毛群葉鞘長中肋色中肋花青素葉厚葉幅葉身長葉色草型
無中中無中淡緑中無中中中やや濃中NiTn２０
淡紫やや緩中微中やや淡緑中極淡紫中広中濃立NiF８
無中中無やや長淡緑中無中中長中中Ni９
無中中無中淡緑中無中中中中中NCo３１０
注）２００１年から２００４年に育成地において，種苗特性分類の審査基準に基づいて春植え，株出しの両方で観察または計測で調査
を行った結果である。標準品種として「NiF８」を，比較品種として「Ni９」を用い，特性分類の基準品種である
「NCo３１０」を加えた。
第３表（つづき）
茎および節間
品種名
蝋質物髄孔率海綿化気根亀裂節間長節間数茎径茎長
茎色
蔗茎
複合色基本色
極多中無少無やや長やや多やや細長淡紫黄緑円筒NiTn２０
極多小無無無中中中やや長淡紫黄緑円筒NiF８
多小少少やや少中やや多細長褐黄緑糸巻Ni９
多小無少小中中細中褐黄緑円筒NCo３１０
注）２００１年から２００４年に育成地において，種苗特性分類の審査基準に基づいて春植え，株出しの両方で観察または計測で調査
を行った結果である。標準品種として「NiF８」を，比較品種として「Ni９」を用い，特性分類の基準品種である
「NCo３１０」を加えた。
第３表（つづき）
芽子
品種名
芽溝突出度芽翼大きさ形
微やや凸中やや大円NiTn２０
無凸中やや大円NiF８
無やや凸やや広やや大円Ni９
無やや凸やや広中円NCo３１０
注）２００１年から２００４年に育成地において，種苗特性分類の審査基準に
基づいて春植え，株出しの両方で観察または計測で調査を行った
結果である。標準品種として「NiF８」を，比較品種として「Ni
９」を用い，特性分類の基準品種である「NCo３１０」を加えた。
第４表　NiTn２０の生態的特性
脱葉性
耐
倒伏性
風折
抵抗性
出穂収量性登熟性
初期
伸長性
茎の
直立性
分げつ性萌芽性発芽性品種名
やや易やや弱中中極多早極良やや湾曲やや強極良良NiTn２０
易やや強強多多やや早良直立中良良NiF８
難やや強強多多早良中強良中Ni９
難中強多中中中中中中中NCo３１０
注）２００１年から２００４年に生産力検定試験，奨励品種決定調査，奨励品種決定調査現地適応性検定試験から，各特性に関する成
績を得た。また，同期間に，育成地における春植え，株出しの両方で観察調査を行った。これらをあわせ，種苗特性分類
の審査基準に基づいて各特性を決定した。標準品種として「NiF８」を，比較品種として「Ni９」を用い，特性分類の基
準品種である「NCo３１０」を加えた。
れる。茎の直立性は “やや湾曲”である。初期伸長
性は “極良”で「NiF８」よりも優れる。登熟性は
“早”で「NiF８」よりも早い。収量性は “極多”
で「NiF８」よりも優れる。出穂は “中”であり，
“多”である「NiF８」よりも出穂が少ない。風折
抵抗性および耐倒伏性は「NiF８」に劣る。脱葉性
は “やや易”である。
３．耐病性および耐虫性
　耐病性および耐虫性を第５表に示した。
「NiTn２０」のモザイク病抵抗性は “強”，さび病抵
抗性は “中”，梢頭腐敗病抵抗性は “強”である。
メイチュウ類抵抗性は “やや弱”である。主要病害
である黒穂病および葉焼病抵抗性については，育成
中の病害発生の観察とともに，特性検定を実施した。
特性検定における黒穂病抵抗性は “強”（発病株率
１７．９％）であり，“弱”である「NCo３１０」（発病株
率６８．１％）よりも明らかに強く（第５表，第６表），
普及見込み先での発生は認められなかった。葉焼病
抵抗性は「NiF８」よりも弱い “中”である。春植
えに比べ，株出し栽培において発生が多く見られた
が（第５表，第７表），普及見込み先での甚だしい
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第５表　NiTn２０の耐病性および耐虫性
耐虫性耐病性
品種名
メイチュウ類抵抗性梢頭腐敗病さび病類モザイク病葉焼病黒穂病
やや弱強中強中強NiTn２０
中強強強強強NiF８
中強やや弱中中弱Ni９
中中強弱中弱NCo３１０
注）育成過程において，各病害発生について，観察もしくは計測調査を行った。また，黒穂病、葉焼病については，特性検定
試験を実施した。これらをあわせ，種苗特性分類の審査基準に基づいて各特性を決定した。標準品種として「NiF８」を，
比較品種として「Ni９」を用い，特性分類の基準品種である「NCo３１０」を加えた。
第６表　NiTn２０の黒穂病抵抗性（特性検定試験）
判定発病株率（％）品種名
強１７．９NiTn２０
弱６８．１NCo３１０
強１１．４NiF４
注１）１９９７年度に沖縄県農試にて行った特性検定試験の成績である。１芽苗５０
本を１区として２８℃の多湿条件下で懸濁液を有傷接種し，ガラス室内に
２反復で定植した後半月ごとに１１か月間連続観察して発病株を積算し，
抵抗性を検定した。
注２）沖縄本島南部および石垣島における黒穂病被害株率は，それぞれ，
０．９％，１．５％である（平成１５年沖縄県病害虫防除所発行「さとうきび黒
穂病の発生状況および防除対策について」による）。
第７表　NiTn２０の葉焼病抵抗性（特性検定試験）
判定
株出し春植え
品種名
発病度発病葉率（％）発病度発病葉率（％）
中２７．１８５．７６．９２７．７NiTn２０
強１５．６５９．３１．８　７．２NiF８
強２０．２７６．７２．１　８．５F１７７
中３５．１９５．２６．６２６．２NCo３１０
注）鹿児島県農試大島支場にて行った特性検定試験の成績である。１区３．６m２，３反復で１９９６年３月２９日に圃場に植付けた。
春植えは１９９７年１月，株出し（春植え収穫後の株出し栽培）は１９９８年１月に，１区１０茎の半展開葉以上の全葉について発
病程度（１葉ごとの葉面積に対する病斑面積の割合：成績は省略）を調査し，以下の式によって発病度を算出した。
　　発病度＝Σ（（発病度別葉数×階級値）／（調査葉数×４）×１００）
発生は認められなかった。
４．早期高糖性
　ブリックス値の推移を第２図に，蔗汁糖度と純糖
率の推移を第８表に示した。「NiTn２０」のブリック
ス値は，春植えでは１０月から１２月まで，株出しでは
１１月から１２月まで，「NiF８」よりも高い。蔗汁糖
度は，春植え，株出しともに，１０月から１２月まで，
「NiF８」よりも高い。ショ糖含有率の指標となる
純糖率は，春植えでは１０月から１２月，株出しでは１１
月から１２月において，「NiF８」よりも高い。
「NiTn２０」は，「NiF８」に比べ早期高糖性で，早
期収穫に向けた基本的な特性のひとつを具えている
と言える。
５．刈り置きによる蔗汁品質の劣化性
　収穫後直ちに搾汁した場合と刈置き後に搾汁した
場合とを比べ，純糖率（茎中に含まれる糖のうち、
ショ糖が占める割合）と可製糖率（製糖可能なショ
糖の割合）の減少により，刈置き後の蔗汁品質の劣
化程度を評価した。その結果を第９表に示した。
「NiTn２０」は，「NiF８」に比べ，刈置き後の純糖
率，可製糖率の減少が大きい。刈置きによる品質劣
化の程度は，「NiF８」に比べて大きいといえる。
「NCo３１０」と同程度ではあるが，実際の栽培では，
収穫後迅速に工場に搬入することが望ましい。
６．育成地における収量および品質
　育成地において標準的な栽培により，１９９８年から
２００３年にわたり，春植え５作，株出し６作を行い，
収量および品質に関する特性を調査した。その耕種
概要を第１０表に，結果を第１１表に示した。
「NiTn２０」は春植え，株出しともに「NiF８」に比
べ原料茎数が多く，原料茎長が長い。この傾向は，
春植えに比べ，株出しで顕著である。茎径は「NiF
８」と比較してやや細いが，原料茎長が長いため，
一茎重は「NiF８」よりも重い。このような原料茎
の特性から，原料茎重は，春植え，株出しともに
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第８表　NiTn２０の蔗汁糖度および純糖率の推移
株出し春植え
品種名
１２月１１月１０月１月１２月１１月１０月
１６．７１４．７１２．５１６．４１５．４１２．９１０．３蔗汁糖度（％）NiTn２０
１１１１１７１０４９９１１３１１９１１１同上対NiF８比（％）
９２．０８７．２７９．２９１．６８９．７８４．０７２．３純糖率（％）
１０５１０６１０１１０１１０６１０３１０３同上対NiF８比（％）
１５．０１２．６１２．０１６．５１３．６１０．８９．３蔗汁糖度（％）NiF８
８７．５８２．２７８．４９０．３８４．５７７．７７０．３純糖率（％）
注）育成地において１９９８年から２００１年に行った登熟性調査成績による。株出しは春植え収穫後の株出しを示す。
第２図　育成地におけるNiTn２０のブリックス（％）の推移
注）育成地において１９９８年から２００１年に行った登熟性調査成績による。株出しは春植え収穫後の株出しを示す。
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第９表　NiTn２０の収穫後の蔗汁品質劣化性（育成地）
２０００年株出し２０００年春植え
処理区品種名 可製
糖率比
（％）
可製
糖率
（％）
純糖率
比
（％）
純糖率
（％）
蔗汁
糖度
（％）
可製
糖率比
（％）
可製
糖率
（％）
純糖率
比
（％）
純糖率
（％）
蔗汁
糖度
（％）
１００１２．７１００９１．２１６．２１００１２．６１００９１．８１６．２収穫時NiTn２０
７２９．２８２７５．０１４．０７６９．９８３７５．８１４．８室内刈置き
１００１０．３１００８５．７１４．７１００１１．７１００８７．６１５．１収穫時NiF８
９４９．７９１７８．１１３．８８９１０．４９１７９．５１４．６室内刈置き
１００８．９１００８３．７１３．２１００１０．１１００８４．２１３．４収穫時NCo３１０
７６６．８８０６７．０１１．１７６７．７８３７０．２１２．１室内刈置き
注）純糖率比（室内放置／収穫時），可製糖率比（室内刈置／収穫時）。室内刈置の各値は刈置中に蒸発した水分も計算に含み
算出した。刈置き期間は１０日である。品質劣化性は，純糖率比，可製糖率比から評価した。株出しは春植え収穫後の株出
しを示す。
第１０表　育成地における生産力検定の耕種概要
収穫月日
植付け月日
または
前作収穫日 a）
使用苗
施肥量（kg/a）
反復数
区面積
（m２）
作型
K２OP２O５N
１９９９．　１．　５１９９８．　３．１３１芽苗１．５１．２１．６３９．９春植え
２０００．　１．　５１９９９．　３．１２１芽苗１．５１．２１．６３９．９
２００１．　１．１５２０００．　３．１７１芽苗１．５１．２１．６３９．９
２００２．　１．　７２００１．　３．１５１芽苗１．５１．２１．６３９．９
２００３．　１．１４２００２．　３．１９１芽苗１．５１．２１．６３９．９
１９９８．１２．　２
１９９７．　３．１２
（１９９８．　１．　７）
１芽苗１．５１．２１．６３９．９株出し
１９９９．１２．　６（１９９９．　１．　５）１芽苗１．５１．２１．６３９．９
２０００．１２．　４（２０００．　１．　５）１芽苗１．５１．２１．６３９．９
２００１．１２．　５（２００１．　１．１５）１芽苗１．５１．２１．６３９．９
２００２．１２．２４（２００２．　１．　７）１芽苗１．５１．２１．６３９．９
２００３．１２．　８（２００３．　１．１４）１芽苗１．５１．２１．６３９．９
注）株出しは春植え収穫後の株出しを示す。ａ）：株出しの（）内は，前作である春植えを収穫した月日である。
第１１表　育成地におけるNiTn２０の生産力検定試験成績
同左a）
標比
（％）
可製
糖量
（kg/a）
可製
糖率
（％）
繊維
分
（％）
純糖
率
（％）
甘蔗
糖度
（％）
蔗汁
糖度
（％）
ブリッ
クス
（％）
同左 a）
標比
（％）
原料
茎重
（kg/a）
一茎重
（g）
原料
茎径
（mm）
原料
茎長
（cm）
原料
茎数
（本/a）
品種名作型
１１１１１０１２．６１２．４９１．４１３．２１６．３１７．８１１４８９４９８７２１２７７９１７NiTn２０春植え
１００９９１３．１１１．４９０．８１３．７１６．７１８．４１００７８１８９５２３２３７８９２NiF８
１２５１２９１２．６１２．８９１．０１３．１１６．３１７．９１２７１０５２１０８１２２２８３９７９NiTn２０株出し
１００１０３１２．７１１．５８９．７１３．４１６．３１８．２１００８２９９０５２３２３８９２９NiF８
注）春植えは１９９８年から２００２年の５作の平均，株出し（春植え収穫後の株出し栽培）は１９９８年から２００５年の６作の平均である。
ａ）は標準品種NiF８に対する比（％）である。
「NiF８」に優る。ブリックス値，蔗汁糖度，甘蔗
糖度，可製糖率は，春植え，株出しともに「NiF
８」と同程度である。原料茎重が重いため，可製糖
量は，春植え，株出しともに「NiF８」よりも多い。
Ⅳ．配布先における試験成績
１．系統適応性検定試験における試験成績
　鹿児島，沖縄の両県において系統適応性検定試験
を実施した。その耕種概要を第１２表に，成績を第１３
表に示した。「NiTn２０」は，沖縄県農試八重山支場
を除く各試験地で「NiF８」よりも茎数が多く，鹿
児島県の南西糖業（夏植え）を除く各試験地で
「NiF８」よりも原料茎長が長かった。蔗汁糖度は，
鹿児島県農試徳之島支場の春植え，沖縄県農試八重
山支場で「NiF８」よりも高かった。
　鹿児島県農試徳之島支場の春植えでは，「NiF８」
に比べて原料茎重が重く，可製糖量が多かった。株
出しでも原料茎重は「NiF８」よりも重かったが，
蔗汁糖度が低く，可製糖量は少なかった。株出しで
原料茎重が重いことが注目される一方，耐倒伏性や
耐風性の不十分さについて懸念が示された。
　夏植えで試験を行った南西糖業では，「NiF８」
よりも原料茎重が軽く，可製糖量が少なかった。伸
長性が良いとの評価を受ける一方，早い時期からの
倒伏等による収量減への懸念が示された。
　沖縄県名護支場および八重山支場の春植えでは，
「NiF８」に比べて原料茎重が重く，可製糖量が多
く，茎の伸長が良い等，優良な特性が認められた。
　沖縄県農試宮古支場では，原料茎重は「NiF８」
と同程度であったが，蔗汁糖度が低いため，可製糖
量が少なかった。
　これらの結果から，鹿児島県熊毛地域および沖縄
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第１２表　系統適応性検定試験における耕種概要
収穫年月日
植付け月日
または
前作収穫日 a）
施肥量（kg/a）
反復数
区面積
（m２）
作型試験場所
K２OP２O５N
１９９９．　１．１１１９９８．　３．２０２芽苗１．００．８１．８２１２．０春植え鹿児島県農試徳之島支場
１９９９．１２．　６１９９９．　１．１１２芽苗１．１０．９２．０２１２．０株出し
２０００．　１．上旬１９９８．１０．１９２芽苗１．３２．１２．４２１３．０夏植え南西糖業
２０００．　１．１２１９９９．　３．２３２芽苗２．３１．７３．０２１５．０春植え沖縄県農試名護支場
２０００．　１．　５１９９９．　２．　８２芽苗１．１１．１２．０２２０．０春植え　　〃　　宮古支場
２０００．　１．１７１９９９．　４．　７２芽苗１．２１．２２．１２１４．７春植え　　〃　　八重山支場
注）株出しは春植え収穫後の株出しを示す。ａ）：株出しの（）内は，前作である春植えを収穫した月日である。
第１３表　系統適応性検定試験における収穫調査成績
同左a）
標比
（％）
可製
糖量
（kg/a）
可製
糖率
（％）
繊維
分
（％）
純糖
率
（％）
蔗汁
糖度
（％）
ブリッ
クス
（％）
同左a）
標比
（％）
原料
茎重
（kg/g）
原料
茎径
（mm）
原料
茎長
（cm）
原料
茎数
（本/a）
品種名作型試験場所
１５０１３５１３．７１３．６９３．１１７．８１９．１１３７９８３２４２８２７４２NiTn２０春植え鹿児島県農試
１００９０１２．６１１．０８７．９１６．３１８．５１００７１７２５２１３６８３NiF８　徳之島支場
９６１１２１３．８１３．０９０．８１８．０１９．８１０８８１３２０２６２９９２NiTn２０株出し
１００１１６１５．４１１．３９２．３１９．５２１．１１００７５４２４２１５８２５NiF８
６８１０７１２．７１０．１８８．４１６．２１８．３８５８４５２２２１０７４１NiTn２０夏植え南西糖業
１００１５８１５．９１２．２９３．７２０．１２１．４１００９９１２６２３４８１６NiF８
１２０６０１５．１１３．６９３．１２０．１２１．６１２５４００２１２８６７００NiTn２０春植え沖縄県農試
１００５０１５．６１２．９９０．６２０．７２２．８１００３２０２４２０８５９０NiF８　名護支場
８５１６０１２．９１２．７８８．３１７．３１９．６９５１２３７２２３０１９１０NiTn２０春植え沖縄県農試
１００１８９１４．６１１．０８８．６１８．８２１．２１００１２９６２４２８５８９０NiF８　宮古支場
１１９７５１２．９１６．８９３．９１８．５１９．７１０７５７２２１２８５６７０NiTn２０春植え沖縄県農試
１００６３１１．９１７．３９２．１１７．４１９．０１００５３５２３２２６９３０NiF８　八重山支場
注）株出しは春植え収穫後の株出しを示す。ａ）は標準品種NiF８に対する比（％）である。
県の八重山地域および沖縄本島地域を対象として新
配布し，奨励品種決定調査に供試した。
２．普及見込み地帯における試験成績
１）慣行の栽培による１月から２月の収穫
　沖縄県農試八重山支場において，２０００年から２００４
年の４カ年にわたって奨励品種決定調査を実施した。
その耕種概要を第１４表に，成績を第１５表に示した。
「NiTn２０」は沖縄県八重山地域（沖縄県農試八重山
支場）における奨励品種決定調査の春植えでは，
「Ni９」に比べ原料茎数は少ないが，原料茎長が長
く，一茎重が重く，原料茎重が重かった。甘蔗糖度，
可製糖率は「Ni９」並みであった。原料茎重が重
いことから，可製糖量は「Ni９」よりも多かった。
株出しでは，原料茎数，原料茎長ともに「Ni９」
を上回り，「Ni９」よりも原料茎重が重かった。可
製糖量は「Ni９」の１５％増であった。
　２００１年には八重山地域（石垣島）において，２００２
年から２００３年には沖縄本島南部地域において，１月
から２月の収穫で奨励品種決定調査現地適応性検定
試験（以下，現地試験）を実施した。その耕種概要
を第１６表に，成績を第１７表に示した。「NiTn２０」は
沖縄県八重山地域における春植えでは，「NiF８」
よりも原料茎長が長く，一茎重が重かった。可製糖
量は「NiF８」と同程度であった。沖縄本島南部地
域における春植えでは，「Ni９」に比べ原料茎数は
少なかったが，原料茎長が長く，一茎重が重く，原
料茎重が重かった。「Ni９」に比べ，甘蔗糖度，可
製糖率が高く，可製糖量は「Ni９」の２５％増で
あった。株出しでは，原料茎数，原料茎長ともに
「Ni９」を上回り，「Ni９」よりも原料茎重が重
かった。甘蔗糖度，可製糖率は「Ni９」よりもや
や低かったが，原料茎重が重いため，可製糖量は
「Ni９」の１８％増であった。
　両地域において行った試験において，「NiTn２０」
は，既存の主要な普及品種である「NiF８」，「Ni
９」に比べ，茎の伸長が良く原料茎長が長い，萌芽
が良い等，育成地と同様の特性を示し，高い評価を
得た（第２０表）。八重山地域，沖縄本島南部地域に
おいて，収量の高位安定に貢献することが期待され
ている。
２）既存品種では収量が少ない圃場での早期（１２
月）収穫
　沖縄県の沖縄本島南部地域において，土壌肥沃度
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第１４表　沖縄県八重山地域（沖縄県農試八重山支場）における奨励品種決定調査の耕種概要
収穫月日
植付け月日
または
株出し処理日a）
使用苗
施肥量（kg/a）
反復数
区面積
（m２）
作型
K２OP２O５N
２００１．　２．上旬２０００．　３．２９２芽苗１．２１．２２．１３１５．０春植え
２００２．　１．２１２００１．　３．１４２芽苗１．４２．８２．１３１５．０
２００３．　２．　３２００２．　３．１５２芽苗１．４２．８２．１３１５．０
２００２．　１．２３（２００１．　４．２０）２芽苗１．４２．８２．４３１５．０株出し
２００３．　１．２７（２００２．　４．　５）２芽苗１．４２．８２．４３１５．０
２００４．　２．１９（２００３．　４．２３）２芽苗１．４２．８２．４３１５．０
注）株出しは春植え収穫後の株出しを示す。ａ）：株出しの（）内は，前作である春植えを収穫した後に株出し処理をした月
日である。
第１５表　沖縄県八重山地域（沖縄県農試八重山支場）における奨励品種決定調査の収穫調査成績
同左a）
標比
（％）
可製
糖量
（kg/a）
可製
糖率
（％）
繊維
分
（％）
純糖
率
（％）
甘蔗
糖度
（％）
蔗汁
糖度
（％）
ブリッ
クス
（％）
同左a）
標比
（％）
原料
茎重
（kg/a）
一茎重
（g）
原料
茎径
（mm）
原料
茎長
（cm）
原料
茎数
（本/a）
品種名作型
１０７１３１１３．４１３．５９１．６１４．１１７．８１９．４１１１９９１１３００２１３１３７６５NiTn２０春植え
１００１２２１３．７１１．４９２．１１４．６１７．５１９．０１００８９３１０３９２３２４６８６０Ni９
１１５１２３１４．０１３．６９１．８１４．９１８．８２０．５１１４８７８９３７１９２８２９３３NiTn２０株出し
１００１０７１３．９１１．４９０．２１４．８１７．８１９．７１００７７０８６９２１２３３８８７Ni９
注）春植えは２０００～２００２年，株出しは２００１～２００４年の平均値である。株出しは春植え収穫後の株出しを示す。ａ）は標準品種
Ni９に対する比（％）である。
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第１６表　現地試験（奨励品種決定調査現地適応性検定試験，１月～２月の収穫）の耕種概要
収穫年月日
植付け年月日
または
株出し処理日a）
施肥量（kg/a）
反復数
区面積
（m２）
試験
年次
作型試験場所
Ｋ２ＯＰ２Ｏ５Ｎ
八重山地域
２００２．　２．上旬２００１．　３．２３１．４２．８２．１２２０．０２００１春植え　沖縄県農試八重山支場
　奨励品種決定調査（石垣島）
２００３．　１．　８２００２．　２．２３１．３１．３２．３３１５．０２００２春植え
沖縄本島地域
　沖縄県農試
　奨決現地（沖縄本島南部）
２００４．　１．　６２００３．　１．２３１．１１．１１．９２１０．０２００３
２００３．　１．　８（２００２．　４．　１）２．１２．１３．８３１５．０２００２株出し
２００４．　１．　８（２００３．　２．１３）１．３１．３２．３３１５．０２００３
注）いずれの試験においても２芽苗を用いた。株出しは春植え収穫後の株出しを示す。ａ）：株出しの（）内は，前作である
春植えを収穫した後に株出し処理をした月日である。
第１７表　現地試験（奨励品種決定調査現地適応性検定試験，１月～２月の収穫）の収穫調査成績
同左a）
標比
（％）
可製
糖量
（kg/a）
可製
糖率
（％）
繊維
分
（％）
純糖
率
（％）
甘蔗
糖度
（％）
蔗汁
糖度
（％）
ブリッ
クス
（％）
同左a）
標比
（％）
原料
茎重
（kg/a）
一茎
重
（g）
原料
茎径
（mm）
原料
茎長
（cm）
原料
茎数
（本/a）
品種名作型試験場所
１０１１２１１３．３１３．４９１．５１４．１１７．７１９．４１０４９１５１１６０２３２３７７９０NiTn２０春植え八重山地域
１００１２０１３．６１０．５８９．７１４．６１７．１１９．１１００８８３１０１０２３１９５８７５NiF８　（石垣島）
１２５１０６１３．６１２．８９３．６１４．５１７．８１９．１１１９７８２１０３８２２２５７７５７NiTn２０春植え沖縄本島地域
１００８５１２．９１２．８９２．９１３．８１７．０１８．４１００６５７８２２２２１９４８１９Ni９　（本島南部）
１１８１４６１３．８１１．４９３．５１４．７１７．６１８．９１２０１０５０１０３２２０２７０９７７NiTn２０株出し
１００１２４１４．１１１．８９４．４１５．０１８．１１９．１１００８７６１０６５２３２２７８０４Ni９
注）春植えは２０００～２００２年，株出しは２００１～２００４年の平均値である。株出しは春植え収穫後の株出しを示す。ａ）は標準品種
「NiF８」または「Ni９」に対する比（％）である。
第１８表　既存品種では収量が少ない圃場での１２月収穫の耕種概要
収穫年月日
植付年月日
または
株出し処理日 a）
使用苗
施肥量（kg/a）
反復数
区面積
（m２）
試験
区分
作型試験場所
Ｋ２ＯＰ２Ｏ５N
２００２．１２．　４２００１．１０．１２２芽苗１．８１．８３．２３１０．０奨現１０月植え１２月収穫
沖縄本島地域
　沖縄県農試
２００３．１２．　９（２００３．　２．　２）２芽苗０．８０．８１．３３１０．０奨現同上株出し１２月収穫
　奨決現地
　（本島南部）
注１）奨決現地および奨現は奨励品種決定調査現地適応性検定試験を示す。沖縄本島南部，島尻マージ土壌の圃場における成
績である。ａ）：株出しの（）内は，前作である１０植えを収穫した後に株出し処理をした月日である。
注２）島尻マージ：土壌肥沃度および保水性が低く，既存品種の収量が少ない土壌。
注３）沖縄本島南部全体の平均単収は，春植え：５５１kg/a，株出し６７１kg/aである（沖縄県甘蔗糖生産実績による）。
第１９表　既存品種では収量が少ない圃場での１２月収穫調査結果
同左a）
標比
（％）
可製
糖量
（kg/a）
可製
糖率
（％）
繊維
分
（％）
純糖
率
（％）
甘蔗
糖度
（％）
蔗汁
糖度
（％）
ブリッ
クス
（％）
同左a）
標比
（％）
原料
茎重
（kg/a）
一茎
重
（g）
原料
茎径
（mm）
原料
茎長
（cm）
原料
茎数
（本/a）
品種名作型試験場所
１８４１１２１３．６１１．７９１．７１４．７１７．７１９．３１８９８２５９５１２０２７９８６７NiTn２０１０月植え沖縄本島地域
　沖縄県農試
　奨決現地
　（本島南部）
１００６１１３．９１０．７９０．２１５．２１７．９１９．９１００４３７１００１２３１９３４４７NiF８１２月収穫
１６６１４８１４．０１１．６９１．４１５．１１８．２１９．９１５８１０６０８７３２０２５８１２１７NiTn２０同上株出し
１００８９１３．２１１．８８９．９１４．４１７．５１９．４１００６７２７３４２３２０８９１７NiF８１２月収穫
注１）奨決現地は奨励品種決定調査現地適応性検定試験を示す。沖縄本島南部，島尻マージ土壌の圃場における成績である。
ａ）は標準品種「NiF８」に対する比（％）である。
注２）島尻マージ：土壌肥沃度および保水性が低く，既存品種の収量が少ない土壌。
注３）沖縄本島南部全体の平均単収は，春植え：５５１kg/a，株出し６７１kg/aである（沖縄県甘蔗糖生産実績による）。
および保水性が低く，既存品種では収量が少ない島
尻マージ土壌の圃場を選定し，「NiTn２０」の早期
（１２月）収穫試験を実施した。その耕種概要を第１８
表に，成績を第１９表に示した。「NiTn２０」は，１０月
植え１２月収穫（新植）において，「NiF８」に比べ
原料茎数が多く，原料茎長が長かった。一茎重は
「NiF８」よりもやや軽いが，原料茎数が多いため，
原料茎重は「NiF８」の４３７kg/aに対し，８２５kg/a
と重かった。甘蔗糖度は「NiF８」よりもやや低い
が，純糖率が高く，可製糖率は「NiF８」と同程度
であった。原料茎重が重いため，可製糖量は「NiF
８」を大きく上回った。新植を収穫した後の株出し
では，「NiF８」よりも原料茎数が多く，原料茎長
が長く，一茎重が重かった。原料茎重は「NiF８」
の６７２kg/aに対し，１０６０kg/aと重かった。甘蔗糖
度，純糖率，可製糖率は「NiF８」に比べやや高く，
これらの結果，株出しにおける可製糖量も「NiF
８」を大きく上回った。
　以上の結果から，「NiTn２０」は「NiF８」に比べ，
既存品種では収量が少ない圃場での栽培に適性が高
く，少収圃場における向上に有用であること，早期
（１２月）収穫への適性も高いことが明らかとなり，
高い評価を得た（第２０表）。沖縄本島南部地域だけ
でなく，八重山地域においても，少収圃場の収量改
善，１２月収穫での利用に期待が持たれている。
３．その他の地域における試験成績
　鹿児島県熊毛地域（鹿児島県農試熊毛支場）およ
び沖縄県の沖縄本島北部地域（沖縄県農試名護支
場）においても奨励品種決定調査を実施した。その
耕種概要を第２１に，結果を第２２表に示した。いずれ
の試験場所でも「NiTn２０」は，「NiF８」に比べて
原料茎長が長く，一茎重が重かった。原料茎数は，
熊毛支場の株出しを除き，「NiF８」よりも少な
かった。
　鹿児島県農試熊毛支場において，原料茎重は，春
植えで「NiF８」より軽く，株出しでは「NiF８」
よりも重かった。甘蔗糖度は「NiF８」と同程度で，
「NiF８」に比べ純糖率は高かったが，繊維分が高
いため可製糖率は「NIF８」よりもやや低かった。
その結果，可製糖量は「NiF８」に比べ少なかった。
株出しの可製糖量は「NiF８」を上回ったが，倒伏
しやすい等の評価があり，奨励の決定にまでは至ら
なかった。
　沖縄県農試名護支場では，春植え，株出しともに
「NiF８」よりも原料茎重が重かった。「NiF８」に
比べ，甘蔗糖度，可製糖率は低かった。株出しの可
製糖量は「NiF８」を上回ったが，春植えでは
「NiF８」と同程度であった。倒伏に対する懸念も
あり，奨励の決定にまでは至らなかった。
４．栽培適地，普及見込み面積および栽培上の留意点
　ここまで述べてきたとおり，「NiTn２０」は，沖縄
県八重山地域および沖縄本島南部地域で安定した収
量を示す。また，既存品種の収量が少ない圃場にお
いて多収となり，１２月収穫への適性も高い。そのた
め両地域の既存品種の収量が少ない圃場での栽培に
適する。既存品種で茎伸長が良く，多収となる圃場
では，茎が伸びすぎて倒伏しやすくなる場合がある。
そのような圃場では，事前に試験的な栽培を行う，
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第２０表　沖縄県八重山地域おび沖縄本島南部地域におけるNiTn２０の概評一覧
概評作型試験場所 ２００３年２００２年２００１年２０００年
八重山地域
△（１１５）△（　９７）△（１１２）春植え　　沖縄県農試八重山支場
○（１０１）△（１０９）○（１１４）株出し　　　奨励品種決定調査（石垣市）
○（１０１）春植え　　奨励現地（石垣市）
沖縄本島地域
◎（１２８）◎（１２２）春植え　　沖縄県農試
◎（１２５）○（１０５）株出し　　　奨決現地（沖縄本島南部）
◎（１８４）１０月植え１２月収穫ａ）
◎（１６６）同上株出し１２月収穫ａ）
注）◎：かなり有望，○：有望，△：再検討，×：棄却を示す。（）内の数値は，可製糖量の対標準比を示す。奨決現地は，
奨励品種決定調査現地適応性検定試験を示す。株出しは春植え収穫後の株出しを示す。ａ）は島尻マージ圃場での試験で
ある。標準品種は，沖縄県農試八重山支場奨励品種決定調査，沖縄県農試奨決現地の春植えおよび株出しが「Ni９」，他
の試験では「NiF８」である。
伊禮ら：さとうきび新品種「NiTn２０」 １３
第２１表　その他の地域における奨励品種決定調査の耕種概要
収穫年月日
植付月日
または
前作収穫日 a）
使用苗
施肥量（kg/a）
反復数
区面積
（m２）
作型試験区分試験場所
K２OP２O５N
１９９９．　１．２６１９９８．　３．１３２芽苗１．３２．６１．５３１０．８春植え奨決鹿児島県農試
２０００．　１．１７１９９９．　３．　２２芽苗１．３２．６１．５３１０．８　熊毛支場
２０００．　１．　６（１９９９．　１．２６）２芽苗１．３２．６１．５３１０．８株出し奨決
２００１．　１．２４２０００．　３．２５２芽苗２．３１．７３．０３１５．０春植え奨決沖縄県農試
２００２．　１．１７２００１．　３．　８２芽苗２．３１．７３．０３１５．０　名護支場
２００２．　１．１６（２００１．　４．２７）２芽苗２．７１．９３．５３１５．０株出し奨決
２００３．　１．　７（２００２．　４．２３）２芽苗２．７１．９３．５３１５．０
注）奨決は奨励品種決定調査を示す。株出しは春植え収穫後の株出しを示す。ａ）：株出しの（）内は，前作である春植えを
収穫した後に株出し処理をした月日である。
第２２表　その他の地域における奨励品種決定調査の収穫調査成績
同左a）
標比
（％）
可製
糖量
（kg/a）
可製
糖率
（％）
繊維
分
（％）
純糖
率
（％）
甘蔗
糖度
（％）
蔗汁
糖度
（％）
ブリッ
クス
（％）
同左a）
標比
（％）
原料
茎重
（kg/a）
一茎
重
（g）
原料
茎径
（mm）
原料
茎長
（cm）
原料
茎数
（本/a）
品種名作型試験場所
８１８９１２．７１４．０９１．１１４．０１６．７１８．３８４７０４１０３５２２２５７７０９NiTn２０春植え鹿児島県農試
１００１１０１３．１１２．２８９．７１３．８１７．１１９．０１００８３７１０１５２５２２５８７５NiF８　熊毛支場
１１９１０５１２．７１５．８９１．４１４．２１７．０１８．６１２３８２７８０３１９２４７１０３１NiTn２０株出し
１００８８１３．１１３．２９０．７１４．５１７．１１８．９１００６７１７０４２３２０２９５１NiF８
９９８５１２．９１６．５８９．９１３．８１８．７２０．７１０４６３９８４３２１２１５７５０NiTn２０春植え沖縄県農試
１００８６１４．９１２．９９０．２１６．０１９．８２１．９１００６１７７８８２３１７６７６０NiF８　名護支場
１０５１０４１４．８１２．７９２．２１５．３１９．４２１．１１１２６９０９６６２１２４２７０４NiTn２０株出し
１００９９１５．９１１．６９１．６１６．３２０．３２２．１１００６１５７８１２３１７７７９４NiF８
注）鹿児島県農試熊毛支場の春植えは１９９８～１９９９年の平均，株出しは１９９９年の値である。沖縄県農試名護支場の春植えは２０００
～２００１年の平均，株出しは２００１～２００２年の平均である。株出しは春植え収穫後の株出しを示す。ａ）は各試験場所の標準
品種に対する比（％）である。
第２３表　育成従事者氏名
育成従事期間育成従事者
氏名 ２００５年２００４２００３２００２２００１２０００１９９９１９９８１９９７１９９６１９９５１９９４１９９３１９９２１９９１
⑧ ③松岡　　誠
⑩ ⑥杉本　　明
⑩ ⑨岡　　三徳
④ ③氏原　邦博
④ ③寺島　義文
④ ③伊禮　　信
⑧ ③境垣内岳雄
⑩ ③勝田　義満
④ ③前田　秀樹
④ ③下田　　聡
⑩ ③水本　文洋
注）○内の数字は月を示す。
栽培を控える等の注意が必要である。「NiTn２０」は
八重山地域で３００ha，沖縄本島南部地域で２００ha，
計５００haの普及を見込んでいる。
Ⅴ．命名の由来
　国際的なさとうきび品種の命名に関する取り決め
に従い，日本で育成されたことを示す「Ni」，採種
地が台湾であることを示す「Tn」を冠し，日本で
育成された２０番めの品種であることを示す「２０」を
付して「NiTn２０」と命名された。
Ⅵ．育成従事者
　「NiTn２０」の育成従事者は，第２３表のとおりであ
る。
Ⅶ．考　　察
　本品種育成の目標は，安定多収で黒穂病に強く，
１２月の収穫でも糖度の高い品種を育成することに
あった。そのために，糖度の上昇が早い「NiF４」
を種子親，茎数型，多収で黒穂病に強い「NiF５」
を花粉親に選定し，それらの後代において，茎数型
の多収性，茎の伸長性，萌芽性，早期高糖性等を重
点に選抜を重ねた。「NiTn２０」は，発芽，萌芽，茎
伸長が優れ，沖縄県の八重山地域および沖縄本島南
部地域において，春植え，株出しともに，「NiF８」，
「Ni９」よりも原料茎重が重く，可製糖量が多い。
株出し栽培で発病の多い黒穂病にも強い。また，早
期高糖性と優れた萌芽性の両方を具え，１２月収穫で
は「NiF８」よりも高糖多収である。さらに，生育
初期から茎の伸びがよく，既存品種では収量が少な
い圃場でも多収となる。これらから，当初の育種目
標は，ほぼ達成できたと言える。
　八重山地域では，沖縄県のさとうきび生産量の約
１０％，約６万５千tが生産される。夏植えが栽培の
中心（約７５％）であるが，２年１作で土地利用効率
が低いため生産量は伸び悩んでおり，安定した株出
し体系への移行が望まれている。沖縄本島南部地域
では，１年１作の春植え・株出し体系が栽培の中心
である（同体系で約９０％）。株出し性の良い多収品
種「Ni９」が普及してきたが，黒穂病抵抗性が弱
く，同病害の被害拡大が大きな問題となっている。
また，土壌肥沃度および保水性の低い土壌（島尻
マージ）では，既存品種の収量が少ないという問題
も抱えている。両地域ともに，１２月収穫における糖
度の低さ，株出し収量の少なさも問題である。これ
らの問題の解決に「NiTn２０」の活用は有効であり，
今後の普及により，両地域の生産性は改善されると
思われる。
　前にも述べたように南西諸島におけるさとうきび
の生産性の改善には，少収圃場の収量を向上させる
ことが有効と考えられる。次いで，省力化，低コス
ト化を進めるために，安定した株出しを基本とする
１年１作体系への移行も必要である。本品種は優れ
た茎伸長性，株出しでの多収性，早期高糖性など，
安定多収の実現に向けた有用な形質を具えている。
普及見込み地帯である八重山および沖縄本島南部地
域以外にも，少収地域で収量の向上を図ろうとする
場合に利用できる可能性がある。今後，南西諸島各
地に普及対象地域が拡大することを期待する。
Ⅷ．摘　　要
　「NiTn２０」（旧系統名「KF９２T-５１９」）は九州沖縄
農業研究センター（以下，九沖農研）において育成
された安定多収で収穫適期幅が長いさとうきび新品
種である。安定した収量と早期高糖性を具える品種
を育成することを目標に，種子親として，糖度上昇
が早く，茎揃いの良い「NiF４」を，花粉親として，
発芽，萌芽，初期生育が優れ，分げつ性が強く黒穂
病抵抗性の茎数型多収品種「NiF５」を選定し，交
配を行った。得られた種子から実生を養成し，実生
選抜，４回の栄養系選抜，系統適応性検定試験，特
性検定試験，奨励品種決定調査を経て育成された。
発芽は「NiF８」と同程度に良く，萌芽は「NiF
８」，「Ni９」よりも優れ，分げつは「NiF８」より
も優れる。原料茎数は春植えで「NiF８」より多く，
株出しでは「NiF８」，「Ni９」より多い。沖縄県八
重山地域および沖縄本島南部地域において，春植え，
株出しともに，「NiF８」，「Ni９」よりも原料茎重，
可製糖量が多い。株出しで発生の多い黒穂病に対し
抵抗性である。早期高糖性で，１２月収穫では「NiF
８」よりも高糖多収である。また，生育初期から茎
の伸びが良く，既存品種の収量が少ない圃場でも比
較的多収である。南西諸島各地で収量性に優れるが，
既存品種では収量の少ない圃場を抱え，黒穂病汚染
地域で，１２月収穫が行われている沖縄県八重山地域
および沖縄本島南部地域に普及する見込みである。
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２００４年には両地域を普及見込み地帯とする沖縄県の
奨励品種に採用され，２００５年に「NiTn２０」（さとう
きび農林２０号）として命名登録された。
　「NiTn２０」の主要な特性は以下のとおりである。
１．発芽，萌芽，茎伸長が優れ，沖縄県八重山地域
および沖縄本島南部地域において，春植え，株出し
ともに「NiF８」，「Ni９」よりも原料茎重が重く，
可製糖量が多い。
２．株出し栽培で発病の多い黒穂病に対する抵抗性
は “強”である。
３．顕著な早期高糖性を具え，１２月収穫でも高糖多
収である。
４．既存品種では茎の伸びが悪く収量の少ない圃場
でも多収である。
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A New Sugarcane Cultivar“NiTn２０”for Earlier Harvesting
Research Team for Biomass and Industrial Crops, National Agricultural Research Center for Kyushu Okinawa Region 
(Tanegashima Branch), Nishinoomote, Kagoshima, ８９１-３１０２ 
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Summary
　A new sugarcane cultivar“NiTn20”developed by the National Agricultural Research 
Center for Kyushu Okinawa Region, Nishinoomote, Kagoshima, Japan, was originated from 
a cross of NiF4 X NiF5 made in 1991. It was chosen from 827 seedlings through four 
selection steps and eight yield evaluations including a regional adaptability test, for a total 
of 13 years. After folowing the breeding programs, It was oficialy registered as“NiTn20”
(Sugarcane Nourin 20), by the Ministry of Agriculture Forestry and Fisheries of Japan in 
2005.
The main characteristics of“NiTn20”are as folows. 
 Stem length: Greater than NiF8 and Ni9.
 Stem diameter: Slightly less than NiF8.
 Early stage growth: Good germination; good and fast stem elongation.
 Tilering ability: Better than NiF8.
 Maturity class: Earlier than NiF8.
 Sugar yield: More than NiF8 for spring planting and ratooning.
 Related miling characteristics: Same as NiF8, excluding the fiber.
 Juice quality characteristics: Rich in sucrose. Sucrose reducing level at post 
harvest is equal to that of NCo310. 
　“NiTn20”adapted to the Yaeyama region and the southern part of Okinawa Island with 
it's high yield and high sucrose content with early maturity, and was adopted as a 
recommended cultivar in Okinawa Prefecture. 
　Keywords: sugarcane, high yield, ratooning, early maturity, smut resistance, early 
harvesting, Yaeyama, Southern part of Okinawa island.
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写真１　立毛状況
「KF９２T-５１９（現在のNiTn２０）」左，「Ni９」右
（２００４年１１月：九州沖縄農業研究センター）
写真２　脱葉茎
標準品種の「NiF８」左，「KF９２T-５１９（現在
のNiTn２０）」中，比較品種の「Ni９」右
（２００４年１１月：九州沖縄農業研究センター）
